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流入
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【0時間（初期状態）】

【12時間後】

【36時間後】

河口付近で発生したアサリ
幼生が流れにのってどのよう
に浮遊するかを解析する。

アサリ幼生は、潮汐流、
河川流入による恒流等に
よって沖合に輸送されていく。
※拡散現象は考慮して
いない。

図中数値は浮遊
開始からの日数

孵化想定地点

潮汐流よりも河川由来の流れが
強い海域であり、河口部におい
て発生したアサリ幼生は、その
半数が半島付近の浅瀬に漂着
する傾向。

湾奥部で孵化した稚魚は、数日間は周辺海域に留まって
いるが、その後は潮流によって外海へと輸送されていくこと
がわかる。

ある時間における各
メッシュの流況結果

ｔ秒後の粒子の変動(平
面方向；流動場による)

ｔ秒後の粒子の変動(鉛
直方向；沈降による)

各時間、各メッシュの時間間隔(Δｔ)毎に粒子の変位を
求め、粒子の浮遊状況、漂着位置等を解析する。

■概要

■条件

■解析

・対象水域の流況解析を行い、流況結果を得る（流動場として利用）

・仮想粒子が時間の経過とともにどう浮遊・漂着するかを解析

解析事例；幼生、稚魚の浮遊・漂着解析

海底地形、海域への陸域流入条件（水量）、潮流観測結果（境界条件、検証比較データ） 、

仮想粒子の粒径（あるいは沈降速度）

〇流入水（水塊）の浮遊範囲や経路の推計・視覚化

(例)下水処理水の近隣養殖場への到達状況を把握

〇浮遊物（プランクトン、ゴミ等）の漂着状況の推計・視覚化

■事例

●仮想粒子の挙動解析

・投入された仮想粒子の挙動を追跡する

●浮標追跡のイメージ ●幼生の浮遊・漂着解析


	スライド 1: 解析事例；幼生、稚魚の浮遊・漂着解析

